
世界有数の災害大国と言われている日本。
災害が発生し緊急避難をした時、食料や水と共に必要とな
るのが、治療のためにいつも使用している医薬品です。
手持ちの医薬品を持って避難できればいいですが、それが
難しい時、自分のお薬情報があれば普段と違う医療機関、
避難所などでもスムーズに診療を受けお薬を受け取ること
が可能になります。

そのためのツールが「お薬手帳」です。
東日本大震災や能登半島地震でも重要性が認識され
ました。最近は紙のお薬手帳の他に、スマートフォ
ン等に対応した電子お薬手帳アプリも普及し、政府
も積極的な利用を推奨しています。
災害時などの緊急時でも携帯電話やスマートフォン
を持って行動するのではないでしょうか。

Ｑ.スマホで管理するとどんなメリットがあるの？

Ａ.急な災害時でもスマホさえあればお薬の記録を確認
できます。お薬の記録が多くてもかさばりません。

Ｑ.ネットが繋がらないと記録が見れないのでは？

Ａ. kakariはインターネット接続ができない状態
（オフライン）でもお薬手帳を閲覧できます。

Ｑ.どうやって記録をつけるの？

Ａ. 薬局からもらうQRコードを読み取るだけです。
マイナポータルと連携すれば過去の情報も
まとめて記録できます。(2021年9月以降の情報)

アプリは
ここから！

お薬手帳を提示するとお会計が
安くなります！(3か月内2回目から）

アプリでももちろんOK！
積極的に活用してね！

各店QRを
ここが
隠れるよう
貼付して
下さい
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